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＜パートナーシップ＞

☑

☐

☐

☐

☑

☑

☑

☐

☑

三側面
（分野に☑）

・社員一人ひとりがSDGsを意識し、営業活動を実施した
ことで目標を達成できた。

・環境を意識した配慮型工事件数（太陽光
やEV関連、充電施設、LED等）：2023年：
累計５０件

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

（分野に☑）

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

・ボランティア活動・交通安全啓発活動
2023年：累計３５件
・インターンシップ2023年:
累計１０件
毎年継続的に受け入れ
受入体制の整備

本業を通じて地球環境に配慮したサステナブルな社会の
実現に貢献いたします

・環境を意識した配慮型工事件数（太陽光
やEV関連、充電施設、LED等）：2023年：
累計30件

経済

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

・ペーパーレス化2023年：
10％削減（2020年度比）
・CO2排出量削減2023年：
10％削減（2020年度比）

・社員一人ひとりが意識することで裏紙の使用の徹底によ
り目標以上の削減やCO₂削減ができた。

前期の指標に対する実績

（分野に☑）

・ボランティア活動・交通安全啓発活動
2023年：累計30件
・インターンシップ2023年:
累計6件
毎年継続的に受け入れ
受入体制の整備

前期の指標に対する実績

地域貢献活動に力を入れ、次世代の担い手の人材育成に
積極的に取り組みます

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

・清掃活動等のボランティアや交通安全の啓発活動につい
ては継続的に取り組んでおり、HPでも活動内容を掲載し
地域との連携にも繋がった。
・インターンシップについても目標を上回る10件の受け入
れと受け入れ体制を整備することができた。

「水と電気と空気で地域社会に貢献する企業」として、お客様、協力企業、国や地元自治体の皆様と連携して、持続
可能な地域社会づくりに貢献いたします。
【これまでの連携事例】
・熊本県と空港保守管理業務、ロード・クリーン・ボランティア参加
・熊本県警本部と交通安全啓発活動での活動で交通安全の幟設置や車の早めの点灯の
呼びかけ実施
・熊本市と協定を結んで熊本市ふれあい美化ボランティアに年2回実施
・九州電力と安全作業研修にて安全強化
・熊本電気工事協同組合や熊本県電設業協会、熊本市管工事協同組合と経営に関する
講習会や新技術に関する講習会、福祉施設への贈呈、節水コマの設置や清掃活動の実施
・熊本県浄化槽協会天草支部と自然環境保全活動等のボランティア参加

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係るこれまでの進捗状況＞

環境

社会

社会

経済

環境

環境

社会

経済

・ペーパーレス化2023年：
１５％削減（2020年度比）
・CO2排出量削減2023年：
２０％削減（2020年度比）

前期のSDGsに関する重点的な取組み

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

前期の指標

前期の指標に対する実績

社内全員でペーパーレスを実施し、事業活動を通じた
CO2削減に努めます

社会

経済

環境
本業を通じて地球環境に配慮したサステナブルな社会の
実現に貢献いたします

・環境を意識した配慮型工事件数（太陽光
やEV関連、充電施設、LED等）
2023年度50件→2026年度６０件

社会

経済
・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の分野に該当す
る場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、それを評価するための指標と、現状の数値および更新時
（3年後）の数値目標を記載してください。（例：採用の人数：2023年○人→2026年○人）更新時には実績を報告する必要があります。

・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

・「三側面」、「前期のSDGsに関する重点的な取組み」と「前期の指標」には、前回登録申請した際に記載した「三側面」、「SDGsに関する重点的な取組み」と
「指標」をそのまま転記してください。
・「取組みの進捗状況」には、取組みの実施状況や指標の達成状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。
・「前期の指標に対する実績」には、「前期の指標（数値目標）」に対する実績を数値を用いて記載してください。

更新

三側面
SDGsに関する重点的な取組み

指標
（更新時に向けた数値目標）（分野に☑）

環境

社内全員でDX化を推進し、事業活動を通じたCO2削減
に取り組みます

・ペーパーレス
2026年度20％削減（２０２０年度比）
・CO2排出量削減
2023年：未導入→2026年度：二酸化炭
素排出量算定システム「炭削くん」導入
2026年度25％削減（2020年度比）

社会

経済

環境

地域貢献活動に力を入れ、次世代の担い手の人材育成に
積極的に取り組みます

・ボランティア活動・交通安全啓発活動
2023年度35件→2026年度35件継続
・インターンシップ
2023年度10人→2026年度13人
・雇用人数
2023年度０人→2026年度１人

事業者名 株式会社熊電施設

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

株式会社熊電施設は、長年の事業活動で築き上げた高い技術力により信頼と実績に磨きをかけ、地域の持続的成
長に向け若い人材育成に力を注いでまいります。「水と電気と空気で地域社会に貢献する企業」を目指し、2030
年のSDGs達成に向けて取り組んでまいります。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞


